

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ Edward W. Said,  Orientalism (New York,  Pantheon,  1978)（『オリエンタリ
ズム』上下、板垣・杉田監修、今沢紀子訳〔平凡社ライブラリー、 1993〕）  
２  Said,  Culture and Imperial ism (London,  Vintage,  1993)（『文化と帝国主
義』１・２、大橋洋一訳〔みすず書房、 1998、 2001〕）  
３  Mary Louise Pratt ,  Imperia  Eyes:  Travel  Writing and Transculturation 
(London & New York,  Routledge,  1992)  
４  林みどり『接触と領有――ラテンアメリカにおける言説の政治――』（未来
社、 2001）  
５  柳原孝敦「アルフォンソ・レイェスのアメリカ論」『ラテンアメリカ研究年












川村訳（平凡社ライブラリー、 1993）  
１ ０  スタンダール『恋愛論』上、前川堅市訳（岩波文庫、 1993）、 39 ページ。  
１ １ 同上、 51ページ。  
１ ２ ベルナルダン・ド・サン=ピエール『ポールとヴィルジニー』木村太郎訳
（岩波文庫、 1941）、 3 ページ。ただし、漢字、かな使いを変更。   
１ ３ 柄谷行人『日本近代文学の起源』（講談社文芸文庫、 1988）第一章  
１ ４ サン=ピエール、前掲書、前傾箇所。  
１ ５ そのことに多くの紙数を割いているのが、Pratt ,  op.  c it .  である。  
１ ６ Pedro Enríquez Ureña,  Seis  ensayos en busca de nuestra expresión,  
Obra crít ica (México,  Fondo de Cultura Económica,  1960) ,  p.  246.   
１ ７ Doris Sommer,  Foundational  Fictions:  The National  Romances of  




Monfort ,  Estampas de nacionalismo popular mexicano:  Ensayos sobre 
cultura popular y nacionalismo (México,  CIEZAS, 1994)  がある。   
１ ９ Cirilo  Vil laverde,  Cecil ia  Va dés o  La Loma del  Ángel ,  Ed.  de Jean 
Lamore (Madrid,  Cátedra,  2000)  を使用する。引用は本文中（ ）にページ
数を示す。また、版による異動などに関しては、当該版の Lamore による注や
前書きなどに基づく。  
２ ０ Vera M. Kutzinski ,  Sugar ’s  Secret :  Race and the Erotic  of  Cuban 
 58
                                                                                                 
Nationalism (Charlottesvil le  and London,  U.  P.  of  Virginia,  1993).   
２ １ マリオ・プラーツ『肉体と死と悪魔――ロマンティック・アゴニー――』
倉智、草野、土田、南條訳（国書刊行会、 1986） 247― 386 ページ。  
２ ２ 同上、 270ページ。   
２ ３ 同上、 258ページ。また、工藤庸子『フランス恋愛小説論』（岩波新書、
1998） 103― 120 ページは、メリメの『カルメン』を分析しながら、やはりそ
こにエグゾティックとエロティックの関係を分析している。さらにはそれと文
献学との関係に論及しているのだが。  
２ ４ Jorge Isaacs,  María,  Ed.  de Donald McGrady (México,  REI/Cátedra,  
1988) .  引用や二次情報に関しては『セシリア・バルデス』と同様に扱う。   
２ ５ フランソワ・ルネ・ド・シャトーブリアン『アタラ』辻昶訳『世界文学大
系 25 シャトーブリアン ヴィニー ユゴー』（筑摩書房、 1961）、 44 ページ
上段。   
２ ６ 同上、 25ページ上段― 26 ページ下段   
２ ７ Sommer,  op.  c it .   
